
（単位：千円）

みどり自然課 森づくり活動等の公募事業（事業主体：地域住民　補助率10／10）
一般助成：101事業
テーマ助成：5事業

29,574
【一般】森林・自然環境学習：29事業、自然環境の保全活動：10事業、豊かな森づくり活動：53事業、森林資源の利活用：９事業
【テーマ】木質バイオマスの利活用：２事業、里山資源の活用と交流：２事業、暮らしの中に木を使う：１事業

みどり自然課 市町村への交付金事業（事業主体：市町村　交付率10／10）
160事業

内特別配分枠58事業
89,999

①森林・自然環境学習：55（20）事業、②自然環境の保全活動：８（４）事業、
③豊かな森づくり活動：49（16）事業、④森林資源の利活用：48（18）事業　（　）は特別配分枠

みどり自然課
企業による森づくりの推進、企業等の整備森林による二酸化炭素の森林吸収量の認証
等

33協定
38企業・団体

1,121
●企業等による森づくり活動の実施
●新規企業の協定締結に向けて、企業訪問によるＰＲ

（小計） 120,694

みどり自然課 森林を取り巻く自然環境の変化等についての総合的なモニタリング調査の実施 各種調査 4,180
●自然環境現況調査（環境科学研究センターで調査）●希少野生生物分布調査（委託事業で実施）
●ブナ・ナラ豊凶調査（環境科学研究センターで調査）

みどり自然課 ツキノワグマ生息状況調査、里山を中心とした森林生態系（ニホンジカ、イノシシ、ニホンザル等）の実態調査

ツキノワグマ生息状況調査
ニホンジカ、イノシシ、ニホンザ
ル等大型野生動物の生息動向

調査

3,521
●ツキノワグマ生息状況調査（県猟友会への委託による目視調査と森林研究研修センターによるカメラトラップ調査）
●大型野生動物生息動向調査等（委託事業で実施）

みどり自然課 森林生態系の構成要素である野生動物の保護管理を担う狩猟者の育成
狩猟免許試験受験予定者講習

会
221 ●６/１６庄内会場実施４７名受講、８/７置賜会場８８名受講、8月11日村山会場153名受講

みどり自然課 傷病等で救護された野生鳥獣の、野生復帰のための治療・訓練、放鳥獣等 救護所巡回指導、放鳥獣 1,423 ●野生復帰事業（委託事業で実施）　

（小計） 9,345

みどり自然課 森林環境学習に必要となる副教材やポケット版教材の作成・配布
副教材、ポケット版教材の作成・

配布
1,512

●森林環境学習副教材等の作成・配布（８月～：県内全小学５年生・全校 11,500部）
●ポケット版教材「森のたんけん手帳」の増刷・配布（５月～：みどりの少年団、県内関係機関等 8,000部）

1,794

　・里山の森づくりサポーター育成事業
村山総合支庁
森林整備課

気軽に森について学び、森づくり活動に参加できるフィルドを県民の森に設定しボランティア団体
などの一般県民を森林案内や木育を指導する森の案内人を育成する。

研修会2回4日間 170 ●森の案内人育成研修会開催（基礎研修7月17日,23日　参加者8人　・専門研修10月2日、9日　参加者８人）・森の案内人７名新規登録

　･最上の自然環境教育マスター養成事業
最上総合支庁
森林整備課

「巨樹の国」最上の自然遺産、生活文化を次世代に引き継ぐための自然環境教育指導者の育成
（養成講座の開催）

養成講座３回、指導者登録８名 355
●春の講座(5/21～22) 参加者：19名、秋の講座(11/5～6)参加者：20名。この２講座で8名の案内人登録を達成。
●冬季開園の特性を活かした冬の講座を2月1日と25日に開催。参加者56名。

　・みんな一緒に森林活動フィールド振興事業
置賜総合支庁

福祉課
森林活動インストラクターの介助案内研修及び障がい者等の森林体験活動による実証作業

介助案内研修１回、森林活動２
回

145 ●介助案内研修（5/31）開催・参加者30名　●障がい者等の森林体験（6/16開催・・参加者59名、10/28開催・・参加者44名）

　･おきたま森林・自然環境学習推進事業
置賜総合支庁
森林整備課

「源流の森」における、森づくり活動などの支援を行う人材「森の案内人」の養成。「源流の森」を
活用した新たな森づくり活動を推進するため条件整備等。

養成講座３回（総合講座１回、専
門講座２回）、測量・地拵え

518
●養成講座　6/25,26に総合講座、9月3日に1回目の専門講座及び10月29日に2回目の専門講座を開催　参加者13名。●測
量・地拵え：9月2日完了

　・出羽庄内公益の森づくり事業
庄内総合支庁
森林整備課

庄内海岸クロマツ林を保全するための出羽庄内公益の森づくりを考える会の開催、ボランティア
活動支援や指導者の育成、森林環境教育の推進

ボランティア活動支援等80回, 606
出羽庄内公益の森づくりを考える会の開催（計画3回・実績3回)、ボランティア活動の支援(計画20回・実績22回)、森林環境教
育の支援(計画40回・実績53回)、ボランティアリーダー研修(計画1回・実績2回)

（小計） 3,306

計 133,345 当初予算　133,979（△634）

みどり自然課 やまがた緑県民会議の開催、やまがた緑環境税制度・税を活用した事業の評価検証 県民会議４回 1,633 ●やまがた緑県民会議4回開催（6/2、8/18、9/7、3/23）

みどり自然課
県民参加の森づくり活動の総合的な支援、地域での森づくり活動団体のネットワーク化
の支援、森づくり活動への支援等を担う人材の育成

年間支援
森づくり報告会１回

12,820
●森づくり活動団体（一般及び企業）活動支援　●研修会の開催　●企業の森づくり支援の仕組みづくり（候補地調査等）　●
パネル展示　●森づくりサポーター育成研修(7/16-17、8/6、10/29-30、11/5)

（小計） 14,453

みどり自然課
森を守り、育て、暮らしに活かす取組みを県民運動として推進し、森づくりへの理解を深
めてもらうため、森の感謝祭の開催や普及啓発活動を展開

森の感謝祭・地区感謝祭の開
催、森のホームステイの実施、
間伐体験会・森林のエネルギー
見学会・｢やまがたの木｣体験会
の開催、普及啓発

10,484
●やまがた森の感謝祭2016開催（6/4遊佐町）　●各地区森の感謝祭（6/11最上）　●森づくりリレー（6月～）　●森のホーム
ステイの実施（竹ポット苗づくり６回、植栽２回）　●YBC｢やまがたサンデー５｣による緑環境税事業の紹介(7/10放送)  ●緑環
境税パネル巡回展示

環境企画課 水資源保全推進事業（一部） 講演会１回、模型（ジオラマ）製作 380
●美しい水と森の講演会の開催（8/24）　●森林の水源涵養機能を表す模型（ジオラマ）を製作し、「やまがた環境展2016」で
デモンストレーションを実施

税政課 やまがた緑環境税の周知、広報
タウン情報誌広告

１回
357 ●タウン情報誌「月刊山形ZERO☆23」（ 2016年9月号（平成28年8月27日発行））に広告を掲載

（小計） 11,221

計 25,674 当初予算　25,794（△120）

計 159,019 当初予算　159,773（△754）

■森づくりサポート体制推進事業

■みどりの循環県民活動推進事業
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②　普及啓発の強化

■森林の水源涵養機能の理解促進

■やまがた緑環境税広報啓発事業

Ⅲ　計

Ⅱ＋Ⅲ　（ソフト事業）計

Ⅱ　計

①　推進体制の整備

■やまがた緑県民会議

■大型鳥獣等野生復帰事業（一部）

③　自然環境学習や森に親しむ環境づくりの推進

■自然環境学習推進事業

実施状況　（平成２９年３月末見込み）
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①　県民参加の森づくりの推進

■県民みんなで支える森・みどり環境公募事業

■みどり環境交付金事業

■やまがた絆の森プロジェクト推進事業

②　自然環境保全対策の推進

■総合支庁実施事業

■鳥獣保護管理法推進事業（一部）

■生物多様性戦略推進事業（一部）

■野生鳥獣捕獲体制強化支援事業（一部）

平成２８年度「やまがた緑環境税」活用事業（ソフト）　取組状況一覧　（平成２９年３月末見込み）

区分 事  業  名 担当課 事業の概要
事業量等

 (年間実績見込み)
H28最終予算額
(　　）は国庫補助含みの額

資料１－３

県民参加の森づくり参加人数

平成28年度目標100,000人：1月末実績99,659人（目標3月末達成の見込み）

678,203 当初予算　713,000（△34,797）

(893,755) 　　　　　　　（ 944,914（△51,159））
合計
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